
水質基準項目等に関する最新の知見について  
参考資料3   a．水質基準項目  

番号   項 目 名  基準  州10／GDWQ※2  15年答申   評価値に関連したその後の検討   浄水超過状況  
嬢（m〆l）   （m〆l〉  

（H16水道統計）   課題、留意事項   

り亨ブコメ回答で「従属栄  

，。。個′汀伊  感度が劣るが従属栄養細層との量的  対基準値 3／5．786  

l  一般細菌  相臥培養時間が短い等から当面は水  考えており」と回答  
対50％催58／5．786 対10％値1 

質基準項目として据え置く  ．770′5．786  

より適（H17厚生科学研究）   

2  大腸菌   不検出④  （新規）  糞便汚染の指標として適当  惧性  1／5．781  

JECFAでの評価結果を待つ必要がある  

3  カドミウム及びその化合物  0．01  0．003   が現時点では微量圭金属調査研究会  

（1970）ベースの0．01mg／lを当面維持   対10％値  0／2，226  

・水質基準として維持  
4  水銀及びその化合物  0－0005（画  0．006（2005）   ・疫学上の結果をもとに0．001mg／Lが箕 出されるが基準の継続性を考慮  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、H15－）  対基準値 0／2．1引 対10％偉 2／2．川1  

評価値の10～を超えるものは1驚未満だ  対基準値 0／2．202  
5  セレン及びその化合物   0．01  0．01   が1地点で90％を超えており継続性の概  0／2．202  

点から当面水質革準として維持   対10％値 21／2．202  

4年答申では長期目標値を0．01mg／Lと  対基準値 6／2．886  
6  鉛及びその1ヒ食物   0．01  （採水方法）  0．01   し概ね10年間に鉛管の布投替えを行  

い、濃度の段階的低減を図るとした   対10X値 480／2．886  

発がん性リスクアセスメントの不確実さ  対基準値 0／2．456  
7  ヒ素及びその化合物   0．01  （暫定値）  0．01P   と除去困難性から従来からの基準値10  

〟〆Lを維持   
・WHO／GDWQ第2次追補版追加予定    対50％値 55／2．456 対10％値 350／2．456  

8  大価クロム化合物   0．05  0．05P（全Cr）  クロムの毒性については従来どおり六  ・食品安全妻検討中（清涼飲料水、Hほ－）・  対基準値   0／2．248  分析法上は全Crを測定       価のものに着目することが妥当  ・WHO／GDWQ第ヰ版追加予定  対10％値   6／2 
．246   

9  シアン化物イオン及び塩   0．01 
（画  0．07  水質基準として維持   ・食品安全妻検討中（清涼飲料水、H15－） ・WHO／GDWQ第2次追補版追加予定  対基準値 0／5．棉2 対50％値 7／5．682  

化シアン  対l（梢偉 70／5．682   

亜硝酸性窒素についてはWHO／GDWQ  対基準値1／4．158  
50 asNOユ   が毒性評価の観点から暫定値とされて  

10  硝酸態窒素及び亜硝酸惣  †0  いることから水質管理目標設定項目   

向   

・水質基準として維持  

円  フッ素及びその化合物   0．8  †．5   t斑状歯発生予防の横点から撰行偉： 0 
．8mg／Lを継続   対l肌値1．577／2．878   

・水道水の寄与率：40l  対基準値 0／4．855  
12  ホウ素及びその化合物   0．5T   ・問題となるのは、基本的に海水淡水  

化、地質等の影響   対10％値 225／4．855  

13  四塩化炭素   0．002  0．DO4  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、H15－）  対基準値 0／2－251 対10％値17／2．251  

14  1．4－ジオキサン   0．05   （新規）  0．05（2005）  ・食品安全要検討中（清涼飲料水、H5一）  対基準値 3／5．039 対10％値 30／5．039  

15  り－ジクロロエチレン   0．02  ←0．14   設定せず（2005〉    評価値の10％を超えるものはl％未満だ が6年以来基準値超の例もあり、継続 性の観点から水質基準とする  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、H15－）  対基準値 0／2．242 対10ち値 3／2，242  

16  cis－1．2－ジタロロエテレ   0．0ヰ  
評価値の10％を超えるものはl％未満だ  

ン  
が6年以来基準値超の例もあり、継続 性の観点から水質基準とする  ・食品安全要検討中く清涼飲料水、H15－）  対基準値 0／2，242 対10％値11／2，2ヰ2  



・食品安全委検討中（清涼飲料水、ト‖5－）   

・食品安全委検討中（清涼飲料水、H15－）   
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番号   項 目 名  基ラ  WHO／GDWO※2  15年答申   評価値lこ関連したその後の検討   浄水超過状況  
値（mgハ）   （m〆l）  

（Hほ水道統計）   課題、留意事項   

0．3  味覚及び洗  対基準値 2／3．109  
33  鉄及びその化合物  濯物の着色  水質基準として維持  対50≠値 51／3．109  

対1D％値644／3，109  

34  銅及びその化合物   l  洗濯物等へ の着色   2 （洗濯染みは生  ・食品安全要検討中（清涼飲料水、H5－）  対基準値 0／2，309 対101値 7／2，309  
じる可能性有）   

35  ナトリウム及びその化合  
対基準値 0／2．390  

物   
200  味覚  対50％値  4／2．390  

対10％値 535／2．390   

対基準値 2／2，669  
36  マンガン及びその化合物  0．05  黒水障害  0．4C  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、H15－）    対目標値116／2，669  

対10％値 250／2，869   

対基準値 0／5．了81  
3了  塩化物イオン   200  味覚  対50％値 34／5．781  

対10％値1．337／5．78l   

・おいしい水の観点から管  

38  カルシウム、マグネシウム 等（硬度）  300  石鹸の泡立  等  
対基準値1／3．402  

・WHO／GDWQ第4版追加予定  日標値超小9／3JO2  
目標値未 40／3，402  

い   
■おいしい水の観点から菅  

対基準値 3／3．569  
39  蒸発残留物   500  味覚  目標値超632／3，569  

目標値未 29／3．569  
L＼   

混合すると起泡力や安定度に相乗効果  対基準値 0／2．320  
40  陰イオン界面活性剤   0．2  発泡  が見られる場合があり知見の充実を囲  対50％偉 †／2．320  

る必要がある  対10％値 91／2．320  

・暫定基準超過事例は－  
時的なもので応急対応で  

臭気  粉末活性炭処理による場合：20n〆L  
措置  

粒状活性炭等恒久施設による場合：  
対基準値 22／2．844  

41  ジェオスミン ＊2   0．00001   18年度末迄  
仇00002  柑n計／L  

対20％値 296／2．844  
科学研究）で、適切な管理  
により恒久基準の達成は  
可能  
・異臭味被害苦情の発生  
時に限って測定しているわ  
けではないので、苦情発  

臭気  粉末活性炭処理による場合：20ng／．L  生とはあまリー致しない  
粒状活性炭等恒久施設による壌合：  ・無臭シ●ェオスミンの存在を指   42  2－メチルイソボルネオー  0．0000l   柑年度末迄  

0．00002  10ng／し  
対20％借 161／乙848  揺する意見あり  

・施設基準省令に基づく薬   
品基準は設定されていな  
い   

発泡  混合すると起泡力や安定度に相乗効果  対基準値 0／5，018  
43  非イオン界面活性剤   が見られる場合があり知見の充実を園  対501悟 50／5，018  

0．02   （新規）  
る必要がある  対25％値187／5．018   

44  フェノール類   0．005  臭気  （水質基準として維持）  
対基準値 0／3．220  
対10％値 41／3．220  

・KMnO4消費量との相朗  
は小（R2く0．3）（H17厚生科  

45  有機物（全有機炭素（TOC）   5  （新規）  
旧基準であるKMnO一消費量10mg／lに相  対基準値 2／3．786  

の量）  有捷物  
当するTOCは相関性から1－4mg／lで上  対3mg／155／3．786  
限値に危険率25％を見込む  対2m㌢／1209／3，788  

・十分な定量下限を確保  
できるか確認が必要  



番号   項 目 名  基準  WHO／GDWQ瀬2  15年答申   評価値に関連したその後の検討   浄水超過状況  
値（mgハ）   （mg／l）  

（H16水道統計）   課題、留意事項   

46  pH値   5．8－8．6  腐食防止  水質基準として維持  
酸側超  52／5．788  

アルカリ側超 9／5．788   

4丁  味   異常でない  基本指標  

48  臭気   異常でない  基本指標  水質基準として維持  

対基準値 6／5．796  
49  色度   5度  基本指標  水質基準として維持  対501値 305／5．796  

対101値2，336／5，796  

・おいしい水の観点から菅  
対基準値 2／5，796  

50  濁度   2度  基本指標  対目標値 52／5，796  
対0．11．2了5／5，796  

1．＼   

＊1クロロホルム、ジプロモクロロメタン、ブロモジクロロメタン及びプロモホルムのそれぞれの濃度の総和  

＊2 （4S，4aS．ぬ相－オクタヒドロー4，8き－ジメチルナフタレンーヰa（2日）一オール  

＊3 1．2．7，7－テトラメチルビシクロ【2．2，りヘブタンー2－オール  

※ ④基準超過時には水質異常時と見て直ちに、取水及び給水の緊急停止措置等を講じるべき項目（平成15年健水発第1010001号）  
※2 P：健康影響評価の観点からの暫定、T：浄水技術の観点からの暫定値、A：測定技術の概点からの暫定値、D：消毒技術の観点からの暫定値   

（）内の年は追補版としての改定年、健康上の評価値が検出レベルより著しく大きいため設定不要とされた項目については「設定せず」とし、r←」の後ろに健康上の評価値を記載した。  
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b．水質管理目標設定項目  



番号   項 目 名  目  WHO／GDWQ※  15年答申   ，評価値に関連したその後の検討  浄水超過状況※2  
値（mgハ）   （m〆l）  （H16水道統計、管理目標調査）   

課題、留意事項   

・第1群…現に水道原水から検出又は  
国内推定出荷i50t以上。101物質。  ・メチルダイムロンとジメピ  
・第2群…国内推定出荷量50t以上であ  ベレートの登録が失効  
るが水道水に適した測定方法が未確  

15  農薬類   （新規）  立。早急に確立しその時点で第1群に  
対目標値 0／413 0／533  
対10％値 7／413 8／533  

細入。2一物貫。  水道原水から検出  
・算3群…国内推定出荷量が50t未満で  ・現行目標値が小さいの  
測定しても検出されるおそれがない。7g  はCNPの0．000lm〆l   
物質。  

（衛生上措  目標超過件数は減少傾向  
16  残留塩素   ■   置）遊離塩素  

0．1mg／l以上   も水質管理目標設定項目とする   0．1未満 45／5，34156／り75   、 

17  カルシウム、マグネシウム   10－100  
等く硬度）  

水質基準 3肌   

18  マンガン及びその化合物  0．01  水質基準 0．05   

19  遊離炭酸   20  
おいしさの観点に着目したもので今後と  
も水質管理目標設定項目とする  

対目標値 199／了74 56／952  目標超過件数はH16増加   

20  1．1，1－トリクロロエタン   0．3  健康影響に関する評価住は1．5mg／Lだ が生止の点か 
臭味発防観ら設定。   対10先便 0／8021／894  

21  メチルーt－プチルエーテル  0．02   （新規）  設定せず（2005）  地下水で一過的に高濃度で検出される  ・食品安全要検討中（清涼飲料水、H15－）  対日標値  1／59了  0／799        ←0 
．015  との情報もある   ・WHOは異臭醐値を0．015m〆はしている  対10％値   2／597  0／799   

22  有機物等（過マンガン酸力   3  
・指標性や測定方法に閲し種々問題点  

リウム消費量）  
・TOCとの相関を見るため、当面水質管  対目標値 75／1．182 59／954  旧水質基準10mg／l   
理目標設定項目として維持  

23  臭気強度（TON）   3TON  おいしい水の観点から維持  

24  蒸発残留物   30－200  

25  濁度   1度  
より高いレベルの水道を目指すための  
目標として1度以下を設定  

水質基準 2度   

28  pH値   7．5  
より高いレベルの水道を目指すための  
目標として、7．5程度を設定  

水質基準5．8－8，6   

－1以上とし、  水道施設の維持管理やOaOO3析出防  
27  腐食性（ランゲリア指数）   極力0に近づ  止の観点から水質管理目標設定項目と  対日標値 575／754 77ヰ／966  

ける  する  

・本来的細層働を表現、培養方法が確  
USEPA処理基 準  

101  従属栄養細菌（HPC）  ネラ増殖環境か否かの判定が可能  
500コロニー／ml以 下  

が国の水道における情報等が不足   

USEPA処理基  
準  
・クリフ●トスホ■リソウ  左記に基づく測定結果  

102  耐塩素性病原微生物  ム991除去  は、基準項目に準じた  
・ゾアルソア99．9％  データベース化を行う   
除去又は不語  
化   

・ウイルスによる水系感染  

USEPA処理基 準  
症は井戸水などを原水と  

103  ウイルス  ・消化器系感染  
する小規模水道で、消毒  

その他の病原微生物  ウイルス99朋羊除  
エ程の不備・不具合が殆  

去又は不語化   
ど（H17厚生科学研究）  

■塩素消寺の効果は不明  
点多い（同）   
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目  wHO／GDWO※  15年答申   浄水超過状況※2  
番号   項 目 名  評価値に関連したその後の検討    （H16水道統計、管理目標調査）  課題、留意事項   

値（mg／l）   （mgハ）  

104  不快生物（線虫等）  数匹／Lが平均的水準  混入や繁殖の防止対策、漏出時の原 因、汚染場所、病原性の有無等に閲す る解析・検討体制の整備などについて 検討  2006年WHO／GDWQ専門家会合では、病 原性／くクテリアを媒介する可能性も議論さ れたがGDWOを示せない、とした  H17厚生 科学研究  
※ P：健康影響評価の観点からの暫定、T：浄水技術の観点からの暫定値、A：測定技術の観点からの暫定値・D：消幸技術の観点からの暫定値   
（）内の年は追補版としての改定年、健康上の評価値が検出レベルより著しく大きいため設定不要とされた項目については「設定せず」とし、「←」の後ろに健康上の評価値を記載した。  

※2「管理目標調査」は「水質管理目標設定項目等基準化検討調査」を意味する   



c．要検討項目  

幸号   項 目 名  
旦苧  WHO／GDWQ繁  15年答申   浄水超過状況削  評価値に関連したその後の検討    （H16管理目標調査、未規制調査）   課題、留意事項   

値（mg／け…   （mgハ）  

検01  銀  未設定  
浄水器等で消毒のために利用する事例  全てND等   施設基準省令に基づく薬  
があること等から知見収集に努める  晶基準は0．01m〆l   

検02  ／くリウム   0．了  0．7  ・食品安全要検討中（清涼飲料水、H15－）  対目標値  0／58 0／25  
0／58 0／25   

検03  ビスマス  未設定  
鉛代替品としての利用が考えられてお  管理目標調査で0．7〟〆】超が  

リ材質管理の観点から留意  4／46あったほかはND等  

検04  モリブデン   0．07  0．07  
対目標値 0／141  
対10％値 0／141  

0．0005  0．0005  高分子凝集剤の製品管理lこおいて残  対目標値   0／18  0／25  施設基準省令に基づく薬  
検05  アクリルアミド  

10‾5  留モ／マーの確実なコントロールが必要  対10％値  0／16   0／25  晶基準が設定されている   

検06  アクリル酸  未設定  
日本水道協会規格の塗料の品質として  
0．002mg／L以下を設定  

全てND等  

検07  17－β－エストラジオール  0．00008  暫定値  社会的関心の高い物質であり測定デー  対目標値 0／4了  
タ等知見の充実に努めていく必要  対10％値  0／47  

検08  エチニルーエストラジオー   0．00002  暫定値  社会的関心の高い物質であり測定デー  対目標値 0／43  
ル  タ等知見の充実に努めていく必要  対10，i値  0／43  

検09  エチレンジアミン四酢酸 EDTA   0．5  
対日漂値 0／16 0／25  

（）  
0．6  

対10％値  0／16 0／25  

0．0004  暫定値  0．0004P  
対目標値 0／28 0／25  

検10  エビクロロヒドリン  
対10％値  0／28 0／25  

検11  塩化ビニル   0．002  0．0003 10‾S  10‾5リスク相当VSDから設定  対日梼値 0／23  
対10ち値  0／23  

検12  酢酸ビニル  未設定  
施設基準省令で溶出基準0．01mg／Iを設  
定  

全てND等  

検13  2．4－ジアミノトルエン  未設定  
施設基準省令で溶出基準0．002mg／lを  
設定  

全てND等  

検14  2，6－ジアミノトルエン  未設定  
施設基準省令で溶出基準0．00lm〆lを  

設定  
全てND等  

検15  N．N一ジメチルアニリン  未設定  
施設基準省令で溶出基準8．01mg／喧設  
定  

全てND等  

検16  スチレン   0．02  0．02C  臭気の閲値と一致  
対目標値 0／38  
対101値  0／38  

対目標値 0／2丁7  
検17  ダイオキシン類   1pgTEQ／L  暫定値  対10％値 0／277  

検18  トリエチレンテトラミン  未設定  
施設基準省令で溶出基準0．Olmg／Iを設  
定  

全てND等  

検柑  ノニルフェノール   0．3   暫定値  
社会的関心の高い物質であり測定デー  対日標値 0／57  
タ等知見の充実に努めていく必要  対10，i値  0／57  

検20  ビスフェノールA   0．1   暫定値  
社会的関心の高い物質であり測定デー  対日梼値 0／58  
タ等知見の充実に努めていく必要  対10㌔値  0／58  

検21  ヒドラジン  未設定  
日本水道協会規格の塗料の品質として  
0．005m〆L以下を設定  

全てND等  

検22  1．2一ブタジエン  未設定  
施設基準省令で溶出基準0．001mg／庖  
設定  

全てND等  

検23  1．3－ブタジエン  未設定  
施設基準省令で溶出基準0．001mg／lを  
設定  

全てND等  

0，2   暫定値  
社会的関心の高い物質であり測定デー  対目標値 0／85  

挨24  フタル酸ジ（n－プチル）  タ等知見の充実に努めていく必要  対10！i値  0／85  

8   



目撃  wHO／GDWQ※  15年答申   浄水超過状況※2  
番号   項 目 名  評価値に関連したその後の検討    （H16管理目標調査、未規制調査）   課題、留意事項   

値（mg／l〉   （mg／】）  

社会的関心の高い物質であり測定デー  対日榛値 0／84  
検25  フタル酸プチルベンジル   0．5  暫定値  タ等知見の充実に努めていく必要  対10！i値  0／84  

対日標値 0／25  
検26  ミクロキステンーLR   0．0008  暫定値  0．001P  対1肌値  0／25  

0．0006   暫定値  対目標値 0／18  
検2了  有機すず化合物  （TBTO）  対10Ii値  0／16  

検28  プロモク日日酢酸  未設定  
予防的見地から、ハロ酢酸類の低減化  
対策を進めることが望ましい  

1〃〆l超  11／33  20／20  

未設定  
予防的見地から、ハロ酢酸類の低減化  要検討項目実態調査で0．03mg／l  

検29  プロモジクロロ酢酸  対策を進めることが望ましい  未満が1／20あったほかはND等  

検30  ジプロモクロロ酢酸  未設定  
予防的見地から、ハロ酢酸類の低減化  
対策を進めることが望ましい  

全てND等  

検31  ブロモ酢酸  未設定  
予防的見地から、ハロ酢酸類の低減化  
対策を進めることが望ましい  

全てND等  

未設定  
予防的見地から、ハロ酢酸類の低減化  0．009mg／，組など検出割合が比較  

検32  ジプロモ酢酸  対策を進めることが望ましい 的高い  

検33  トリブロモ酢酸  未設定  
予防的見地から、ハロ酢酸類の低減化  
対策を進めることが望ましい  

全てND等  

検34  トリクロロアセトニトリル  未設定  全てND等  

0．007mg／超など検出割合がやや  
検35  ブロモクロロアセトニトリル  未設定  比較的高い  

0．07  
対日横倍 0／56 0／20  

検36  ジプロモアセトニトリル   0．06  対1肌値  0／56 0／20  

未設定  
0．007mgハなど検出割合が比較的  

検37  アセトアルデヒド  高い  

対目標値 0／17 0／20  
検38  MX   0．001  対10射値  0／l了 0／20  

未設定  
0．001mg／lなど検出割合が比較的  

検39  クロロビクリン  高い  

0．5C  
対目標値 0／130  

検40  キシレン   0．4  対1肌値 0／130  

※ P：健康影響評価の観点からの暫定、T：浄水技術の観点からの暫定値、Aこ測定技術の観点からの暫定値・D：消毒技術の観点からの暫定値   
（）内の年は追補版としての改定年、健康上の評価値が検出レベルより乱く大きいため設定不要とされた項目については「設定せず」とし、「←」の後ろに健康上の評価値を記載した。  

※2「管理目標調査」は「水質管理目標設定項目等基準化検討調査」、「未規制調査」は「未規制物質基準化調査」（検29以降は＝年度「要検討項目の水道における存在実態調査」）を意味する   
「ND等」とはND又は設定値の10％未満   



d．農薬類   

第1群：水道原水又は浄水から検出されているもの。及び、測定方法があり、かつ、国内推定出荷量が50t以上あることから、水道原水で検出されるおそれがあるもの。   

第2群：現在のところ水道水に適した測定方法がないが、国内推定出荷量が50t以上あることから、測定すれば検出されるおそれがあるもの。   

第3群：国内推定出荷量が50t未満であり、測定しても検出されるおそれがないもの。  

用途  群  番号  項 目 名  WHO／GDWQ￥  
値（mgハ）  （巾正一）   H16水道統計    HlT厚労科研   

課題、留意事項  

チウラム   殺菌剤  0．02  （変更）  ・食品安全要検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  
2  シマジン（C八丁）   除草剤  0．003  0．002  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  

3  チオペンカルブ   除草剤  0．02  □原水  
010％値以下   10～20％値  □原水 30％値超  

l  4  1．3－ジクロロブロペ D 
土壌ま蒸  0．002  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 Hlト）  010％値以下  010％値以下  

ン（－D）  

5  イソキサチオン   殺虫剤  0．008  010％値以下  010％値以下  

6  ダイアジノン   殺虫剤  0．005  ■食品安全委検討中（清涼飲料水、 □原水  
H15－）  10－301値   

l  巳  フエニトロチオン   殺虫剤  0．003  ・食品安全要検討中（清涼飲料水、   口原水  ▲浄水70－  ロ原水  
（HEP）  H15－）   10”30％値  80％値あり  30も値起   

・食品安全委検討中（清涼飲料水、  ▲浄水10～  ロ原水   l  8  イソプロチオラン  殺菌剤  0．04  H15－）   ◇原水検出  

l  9  クロロタロニル  殺菌剤  0．05  ・食品安全妻検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  0101値以下  
（一門1）  

10  プロピザミド   除草剤  0．05  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H】5一）  010％値以下  010％植以下  
l  皿  ジクロルポス（DDVP）  殺虫剤  0．008  0．024（2006）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％価以下  010％偉以下  

l  12  フエノブカルブ BPlC   殺虫剤  0．03  （l）  010％値以下  01鍋億以下  ◆浄水検出  

ロ  13  クロルニトロフェン C  1996失効   0．0001  ▲浄水70－  販売・使用案止農薬  
（NP）  （革）  TO鍋億あり   （ダイオキシン含有）   

l  川  CNP－アミノ体   CNP代謝物  
▲浄水70・一  
100％値あり   90■－100％値  CNP 代謝物   

l  15  イブロベンホス  殺菌剤  0．008  □原水  
（18P）  10－30％値   40′・■50％佳  

柑  亡P〃   殺虫剤  0．006  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15一）  01硝値以下  01鍋値以下  
◆浄水検出  

17  ベンタゾン   除草剤  0．2  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  01鍋値以下   （高頻度、原水 も）  

l  18  カルポフラン（同代 謝物）  殺虫剤  0．005  0．007  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  0101値以下  
l  19  2．4－ジクロロフエノ シ2 

除草剤  0．03  
キ酢酸（．4－D）  0．03  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％植以下  010％値以下  

20  トリクロビル   除草剤  0．008  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％使以下  0101値以下  

2l  アセフェート   殺虫剤  0．08  
・食品安全委検討中（清涼飲料水、  口原水  
H15－）  10－30～債   

22  イソフエンホス   殺虫剤  0．001  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  口原水100％値 超あリ  010％値以下  

23  クロルピリホス   殺虫剤  0．03  （変更）   0．03  ■食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  0101値以下  
10   



療  香号  項 目 名   用途  WHO／GDWQ※ （m〆I）  評価値に関連したその後の検討      課題、留意事項  
トリクロルホン  殺虫剤  0．03  ・食品安全妻検討中（清涼飲料水、 H15－）  0101住以下  010％値以下  

l  24   （DEP）  

l  25  ビリダフエンチオン  殺虫剤  0．002  
010％債以下  ▲浄水20・－ 30％り  

値あ  

26  イブロジオン   殺菌剤  0．3  
・食品安全幸枝討中（清涼飲料水、 5 
H1一）   

l  27  エトリジアゾール エロ 殺菌剤  0．004  010％値以下  ▲浄水10－ 2D％あり  

（クメゾール）  値  

2f事  オキシン銅   殺菌剤  0．04  010％値以下  010％値以下  

29  キャブタン   琴菌剤  0．3  
・食品安全要検討中（清涼飲料水、  
H15－）   

l  30  クロロネプ   殺菌剤  0．05  0101値以下  01硝値以下  ◆浄水検出  

l  31  トルクロホスメチル  殺菌剤  0．2  （変更）  
・食品安全委検討中（清涼飲料水、  
H15－）   

殺菌剤  0．2  
・食品安全要検討中（清涼飲料水、 15 

32  フルトラニル  
H－）   

殺菌剤  0．04  
■食品安全委検討中（清涼飲料水、  

33  ペンシクロン  
H15－）   

34  メタラキシル   殺菌剤  0．05  
・食品安全要検討中（清涼飲料水、  
H15－）   

殺菌剤  0．1  
・食品安全要検討中（清涼飲料水、  

35  メプロニル  
H15－）   

除草剤  0．2  
■食品安全委検討中（清涼飲料水、  

36  アシュラム  
H15－）   

口  37  ジチオピル   除草剤  0．008  010％悟以下  010％値以下  

l  38  テルブカルブ  1998．7   0．02  010％値以下  010％値以下  
ト‖3までは検出事例が  

冊BPHC）  失効（革）  比較的多かった   

l  39  ナプロ／くミド   除草剤  0．03  010％値以下  010％値以下  

40  ビリプチカルプ   除草剤  0．02  
・食品安全委検討中（清涼飲料水、  
H15一）   

除草剤  0．01  （変更）  
・食品安全妻検討中（清涼飲料水、  

41  ブタミホス  
H15－）   

l  42  ペンスリド（SAP）  除草剤  0．1  010％値以下  010％値以下  

l  43  ベンフルラリン（ベ スロジン）  薩革剤  0．08  010％値以下  010％値以下  

l  44  ペンディメタリン  除草剤  0．1  （変更）   0．02  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  
・食品安全委検討中（清涼飲料水、  □原水  □原水  

l  45  メコプロツプ（MCPP）  除草剤  0．005  0．01   H15－）  10■－30％値   10－20％値  

2005．7  
l  46  メチルダイムロン   失効（葦）  0．03  010％値以下  010％値以下  

除草剤  0．01  （新規）   47  アラクロール  0．02  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  
l  48  カル／くリル（岨C）  殺虫剤  0．05  （新規）  0．05（2006）  ・食品安全要検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  

・食品安全委検討中（清涼飲料水、  
l  49  エディフエンホス（エ シ◆フエン如．EDDP）  殺菌剤  0．006  （新規）  m5－）   11   



群  番号  項 目 名   
≡二  用途  wHO／GDWQ※  

値（mg／l）…  （川砂／け   

評価値に関連したその後の検討    検出状況※2 前編扁訂1一偏沌直奏面套’‘て■甘行毎音痴廟    課題、留意事項   

50  ビロキロン   殺菌剤  0．04  （新規）  ▲浄水38～  
50‡位あり  ▲浄40 

5l  フサライド   ・妄三三  0．1  （新規）  010％値以下  010％値以下  

52  メフエナセット   除草剤  0．009  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、  
H15－）   30％値あり   

l  53  プレチラクロール  除草剤  0．04  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  ◇原水検出  

l  54  イソプロカルブ 川1P（：）   殺虫剤  0．01  （新規）  ・食品安全妻検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  
l  55  チオファネートメチ ル  殺菌剤   0．3  （新規）  ・食品安全委検劇中（清涼飲料水、 H15一）  010％値以下  010％値以下  
56  テニルクロール   除草剤  0．2  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  01鍋値以下  

l  5了  メチダチオン（DMTP）  殺虫剤  0．004  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、  □原水  
H15一）  10・－301植   

58  カルプロパミド   殺菌剤  0．04  （新規）  ・食品安全壷検討中（清涼飲料水、 H15－）  01鍋値以下  010％植以下  

l  59  プロモプチド   除草剤  0．04  （新規）  ロ原水  
10－301佳   10－20％値   （原水も）  

60  モリネート   除草剤  0．005  （新規）  0．006  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）   
ロ原水  
50～70％値   60～70％値   30％価超  

61  プロシミドン   殺菌剤  0．Og  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H†5－）  010％値以下  010％値以下  
1  62  アニロホス   除草剤  0．003  （新規）  010％値以下  010％値以下  

63  アトラジン   除草剤  0．01  （新規）  0．002  ∵食品安全要検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  
8ヰ  ダラボン   除草剤  0．08  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15一）  ○川鳳薩以下  01鍋悟以下  ◆浄水検出  

l  65  ジクロペニル（DBll）  除草剤  0．01  （新規）  010％値以下  01鍋値以下  

66  ジメトエート   殺虫剤  0，05  （新規）   0．006  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 ‖15一）  010％偉以下  010％値以下  
67  ジクワツト   除草剤  0．005  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、  

H15－）   301植あり   

68  ジウロン（DC綿U）   除草剤  0．02  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  

l  69  エント■スルフアン（エント●ル  
殺虫剤  0．01  （新規）  

フェート．ヘーンソ◆ェヒ●ン）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15一）  010％偉以下  010％値以下  
l  70  エトフエンブロック ス  殺虫剤  0．08  （新規）  ・食品安全要検討中（清涼飲料水、 H15－）  0101値以下  010％偉以下  

・スルホン体が浄水で  

l  了1  フエンチオン（HPP）  殺虫剤  0．001  （新規）  H15－）   ・食品安全委検討中（清涼飲料水、   010％値以下  010％値以下  ロ原水 柑0％借越   川射乱総あり ・スルホキシド体が原  
水で3肌値超あり   

72  グリホサート   除草剤   2  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  0101値以下  010％値以下  
l  73  マラソン（マラチオ ン）  殺虫剤  0．05  （新規）  ・食品安全要検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％借以下  
丁4  メソミル   殺虫剤  0．03  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 柑－）  01鍋値以下  0101値以下  12   



群  番号  項 目 名   用途  wHO／GDWQ※  
値（mg／l）  H18水道統計    H‖厚労科研   

課題、留意事項  
（mg／l）   

75  ベノミル   殺菌剤  0．02  （新規）  ・食品安全要検討中（清涼飲料水、  □原水  
H15－）  10～30％値   20～30％値  

ベンフラカルブ   殺虫剤  0．04  （新規）  010％値以下  010％値以下  

シメトリン   除草剤  0．03  （新規）  ・食品安全要検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  

l  78  ジメピベレート  2004．6 失効（草）  0．003  （新規）  010％値以下  010％値以下  

ロ  了9  フエントエート  殺虫剤  0．004  （新規）  
（P人P）  ・食品安全要検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  ▲浄水 10射直超  

80  ブプロフエジン   殺虫剤  0．02  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  
l  81  エチルチオメトン  殺虫剤  0．004  （新規）  

□原水  
10～30％値   

82  プロベナゾール   殺菌剤  0．05  （新規）  010％値以下  010％値以下  

83  エスブロカルブ   除草剤  0．01  （新規）  
■食品安全委検討中（清涼飲料水、  □原水  
＝15－）  10－30％値   10－20％値  

84  ダイムロン   除草剤  0．8  （新規）  
・食品安全委検儲中（清涼飲料水、  
H15一）   

85  ビフエノックス   除草剤  0．2  （新規）  ・食品安全要検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  
l  86  ペンスルフロンメチ ル  除草剤  0．4  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15一）  010％値以下  010％値以下  
l  87  トリシクラゾール  殺菌剤  0．08  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  01晒値以下  ◆浄水検出  

除草剤  0．0009  （新規）  
▲浄水10～  

88  ビペロホス  30％偉あり   

89  ジメタメトリン   除草剤  0．02  （新規）  010％僅以下  室010％値以下  

l  90  アゾキシストロビン  殺菌剤  0．5  （新規）  
・食品安全書換討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  

l  91  イミノクタジン酢酸   殺菌剤  0．006  （新規）  
塩  ・食品安全書換討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  口原水 80′－90％値  

g2  ホセチル   殺菌剤   2  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  
l  93  ポリカーバメート  殺菌剤  0．03  （新規）  010％値以下  010％値以下  

l  94  ハロスルフロンメチ   除草剤  0．3  （新規）  
ル  ・食品安全要検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  

l  95  フラザスルフロン  除草剤  0．03  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  
l  96  チオジカルブ   殺虫剤  0．08  （新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  
l  97  プロピコナゾール  殺菌剤  0．05  （新規）  ・食品安全妻検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  
g8  シデュロン   除草剤  0．3  （新規）  010％値以下  010％値以下  

l  99  ビリプロキシフエン  殺虫剤  0．2  （新規）  0．6（2006） ←・0．3  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  

100  トリプルラリン   除草剤  0．06  （新規）   0．02  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15－）  010％値以下  010％値以下  
13   



群  番号  項 目 名   
目  用途  wHO／GDWQ楽  

値（明川   （m紗／け   H16水道統計    H17厚労科研   
課題、留意事項  

l  101  カフェンストロール  除草剤  0．008  く新規）  ・食品安全委検討中（清涼飲料水、 H15一）  0101値以下  010％値以下  □原水 30射直超  

14   



群  番号  項 目 名   用途  wHO／GDWQ滋  
値（mg／l）  （mg／l）   H16水道統計    H17厚労科研   

課題、留意事項  

2  l  マンゼプ（マンコゼ   殺菌剤  0．02  
ブ）  

検査事例無し  

2  2  ダゾメット   殺菌剤  0．006  検査事例無し  

2    グリホサート   除草剤   2  →1－72   

2  4  シプロコナソール  殺菌剤  0．D2  010％値以下  

2    マンネブ   殺菌剤  0．01  検査事例無し  

○原水10％値  

2  6  カルタップ   殺虫剤  0．3  以下（浄水検  

査事例無）  

○原水10％値  

2    グリホシネート   除草剤  0．05  以下（浄水検  

査事例無）  

2  8  ジラム   殺菌由  0．01  検査事例無し  

ロ原水10～  

パラコート   除草剤  0ご005  20％値（浄水検  

査事例無）  

2  10  フルアジナム   殺菌剤  0．01  検査事例無し  

2    フェリムゾン   殺菌剤  0．02  010％値以下  

2  12  メチルイソシアネー   殺虫剤  0．006  検査事例無し  
ト  

2  13  イミダクロブリド  殺虫剤  0．2  
010％値以下  ◇原水検出 （高頻度）  

2  14  ジネブ   殺菌剤  0．01  検査事例無し  

○原水10％値  
2  皿  ヒドロキシイソキサ ソ 以下（浄水検  
ール   査事例無）  

2  16  シハロホッププチル  除草剤  0．006  010％値以下  

2    プロチオホス   殺虫剤  0．004  検査事例無し  

2    ジチアノン   殺虫剤  0．03  検査事例無し  

2  19  ビラゾレート   除草剤  0．02  010％値以下  

2  20  CYAP   殺虫剤  0．003  検査事例無し  

2  21  メトラクロール   除草剤  0．2  0．01  検査事例無し  

○原水10％値  

2  22  リニュロン   除草剤  0．02  以下（浄水検  

査事例無）  

2  23  ベンゾフエナツプ  除草剤  0．004  010％値以下  

15   



群  事号  項 目 名   
目標  用途  wHO／GDWQ※  

H16水道統計；H16厚労調査！H17厚労科研  
課題、留意事項   

値（mgハ）  盲 （mgハ）   

2  24  ÅCll   除草剤  0．005  0101値以下  

2  25  シラフルオフエン  殺虫剤  0．3  010％値以下  

2  26  カーバムナトリウム   殺虫剤  0．02  検査事例無し  
塩  

B  27  オキソリニック塩  殺菌剤  0．06  検査事例無し  

16   



用途  群  番号  項 目 名  仰10／GDWQ；髭  
値（mg／l〉  （mg／l）   H16水道統計    H17厚労科研   

課題、留意事項  

3    BPPS   殺虫剤  0．02  検査事例無し  

3  2  l忙P舶   除草剤    未設定  検査事例無し  

○原水10％値  
除草剤  0．2  3    ベントキサゾン  以下（浄水検  

査事例無）  

4  ベンフレセート   除草剤  0．07  検査事例無し  

3  B  ビラゾキシフエン  除草剤  0，004  検査事例無し  

3  6  ジクロメジン   殺菌剤  0．05  捜査事例無し  

3    セトキシジム   除草剤  0．4  検査事例無し  

2003．11  
3  B  ナプロアニリド   失効（革）  0，02  凍査事例無し  

フィプロニル   殺虫剤  0．0005  董010％値以下  

3  10  プロメトリン   除草剤  0．06  検査事例無し  

3    ジメチルビンホス  殺虫剤  0．01  010％値以下  

3  四  ケルセン（ジコホル）  殺虫剤  0．06  検査事例無し  

3  13  フェンバレレート  殺虫剤  0．05  検査事例無し  

3  14  ビリミホスメチル  殺虫剤  0．06  0．12（2006）  捜査事例無し  

○原水10％値  
3    テブフ工ノジド   殺虫剤  0．02  以下（浄水検  

査事例無）  

3    メトリブジン   除草剤  0．03  検査事例無し  

○原水10％値  
殺虫剤  0．Og  3    ペンスルタップ  以下（浄水検  

査事例無）  

3  18  イナベンフィド   植物成長   0．3  
調整  

検査事例無し  

○原水10％値  
3  田  イマゾスルフロン  除草剤  0．2  以下（浄水検  

査事例無）  

3  20  チオシクラム   殺虫剤  0．03  検査事例無し  

3  21  オキサミル   殺虫剤  0．05  010％値以下  

B  22  メトミノストロビン  殺菌剤  0．04  検査事例無し  

B  23  プロポキスル（PHC）  殺虫剤  0．2  010％値以下  

17   



群  番号  項 目 名   用途  WHO／GDWQ粟  
僅（明川  （m〆l）   H16水道統計≡H16厚労調査   H17厚労科研   

課題、留意事項  

同 0，02（2005）  
○原水10％値  

24  ペルメトリン   殺虫剤  0．1  ←設定せず  蔓   以下（浄水検  

’査事例無）  

3  25  プロパホス   殺虫剤  0．001  010％値以下  

3  26  フルアジホップP  除草剤  0．03  検査事例無し  

3  2丁  ニテンピラム   殺虫剤  1．3  検査事例無し  

○原水1鍋値  

3  28  ビラゾスルフロンエ テル  除草剤  0．1  以下（浄水検  

査事例無）  

3  29  アミトラズ   殺虫剤  0．003  検査事例無し  

3  30  ジクロフエンチオン （ECP）  殺虫剤  0，006  検査事例無し  

3  31  フラメトビル   殺菌剤  0．02  010も値以下  

3  32  クロルビリホスメチ ル  殺虫剤  0．03  …01鍋値以下  

3  33  クミルロン   除草剤  0．03  凍査事例無し  

3  34  シペルメトリン   殺虫剤  0．1  検査事例無し  

3  35  エトベンザニド   除草剤  0．1  検査事例無し  

3  36  シクロプロトリン  殺虫剤  0．008  検査事例無し  

3  37  アメトリン   除草剤  0．003  0101値以下  

3  38  ピメトロジン   殺虫剤  0．03  検査事例無し  

3  39  シアナジン   除草剤  0，004  0101値以下  

3  40  アシベンゾラルSメ テル  殺菌剤  0．1  検査事例無し  

3  41  ジフルベンズロン  殺虫剤  0．03  0．12（2006）  010％値以下  

3  42  クロメプロップ   除草剤  0．02  検査事例無し  

3  43  ホスチアゼート   殺虫剤  0．003  亘検査事例無し  

3  44  パウロブトラゾール  植物成長 調整  0．1  凍査事例無し  

3  45  クロマフエノジド  殺虫剤  0．7  室検査事例無し  

3  46  ジクロルプロップ  植物成長 調整  0．06  0．1  ！検査事例無し  

ビリミノバックメチ  
3  47   ル   除草剤  0．02  童0101値以下  

18   



群  番号  項 目 名   
日  用途  WHO／GDWQ※  

値（mg／I）   （mg／t）   H16水道統計＝116厚労調査妻H17厚労科研  
課題、留意事項   

○原水10％値  
48  シノスルフロン   除草剤  0．2  以下（浄水検  

査事例無）  

3  49  キザロホップエチル  除草剤  0．02  検査事例無し  

3  50  ビスビリバックナト  

リウム塩   
除草剤  0．03  検査事例無し  

3    シフルトリン   殺虫剤  0．05  検査事例無し  

52  エンドタール   除草剤  未設定  検査事例無し  

3    MCPA   除草剤  0．005  0．002  010％値以下  

3  54  アジムスルフロン  除草剤  0．2  検査事例無し  

55  ビレトリン   殺虫剤  0．1  検査事例無し  

3  56  チフルザミド   殺菌剤  0．05  010％値以下  

日  田  ウニコナゾールP  植物成長   0．04  
調整  

検査事例無し  

3    テクロフタラム   殺菌剤  0．1  検査事例無し  

3  59  トリネキサパックエ チル  植物成長 調整  0．01  検査事例無し  

3  60  モノクロトホス   殺虫剤  0．002  010％値以下  

○浄水10％値  
3  61  エトキシスルフロン  除草剤  3．5  以下（原水検  

査事例無）  

3  62  プロパニル   除草剤  0．04  010％値以下  

3  匹  ベンダイオカルブ  殺虫剤  0．01  検査事例無し  

3  64  CVMP（テトラクロル ビンホス）  殺虫剤  0．01  検査事例無し  

○原水10％値  
3  65  スピノサド   殺虫剤  0．06  以下（浄水検  

査事例無）  

3  66  フラチオカルブ   殺虫剤  0．008  検査事例無し  

3  67  プロヘキサジオンカ ルシウム塩  植物成長 調整  0．5  検査事例無し  

3  68  インダノフアン   除草剤  0．009  検査事例無し  

3  69  シクロスルファムロ  

ン   
除草剤  0．08  010％値以下  

2006．6  
○原水10％値  

3  70  シンメチリン  失効（草）  0．1  以下（浄水検  

査事例無）  

ブタクロール   除草剤  0．03  010％値以下  
19   



群  番号  項 目 名   
目標  用途  WHO／GDWQ※  

偉（mg／l）   （mg／l）   H16水道統計…   
課題、留意事項   

3  了2  MCP▲ナトリウム塩  除草剤  0．005  検査事例無し  

3  了3  HCPBエチル   幹事剤  0．08  検査事例無し  

3  74  アミトロール   検査事例無し  

3  75  パラチオンメチル （メチルパラチオン）  柑71失効 （虫）  0．04  検査事例無し  販売・使用禁止農薬  
（使用事故多発）   

3  76  ホキシム   防蟻剤  0．003  検査事例無し  

3  7丁  メタミドホス   未登録 殺虫剤  0．01  010％価以下  

3  78  2．4－D8   未登録 除草剤    未設定   0．09  検査事例無し  

3  79  クロルタルジメチル （TCTP）  2005．9 失効（革）    未設定  検査車例無し  

20   



群  番号  項 目 名   
目  用途  

WHO／GDWO獣 （mgハ）  評価値に関連したその後の検討    検出状況椚 H16水道統計≧H16厚労調査用17厚労科研   
課題、留意事項   

値（m少／t）   

・熊本県荒尾市地下水：最高1ug／L（06Jun）  

（虫）  

→浄水：29ng／L  離’ ∴‾ヾ  a  γ－8日C（γ一日CH．ヘキサク ロロシクロヘキサン．り沖－ン）  19了1失効  未設定  0．002  残留性   
・滋賀県野洲市地下水：最高0．83ug／L（06May）  

＃  う 
・：すさ普  柑71失効  未設定  0．001  

（虫）  

POPs  

唐丹  1975失効  未設定  0．0006  
（虫）  

・滋賀県野洲市地下水：最高l，6ug／L（06May）  POPs  

ミ髭ゝ  未設定  0．00003  
（虫）  

POPs  

誉r；ご 慧■ミ＝  

：ご」一・：  1968失効  未設定  0．0002  
（虫）  

・滋賀県野洲市地下水：最高0．27ug／L（06May）  POPs  

ヘブタクロル   
1975失効  未設定  0．0004 （USEPA）  

（虫）  

POPs   彗嘉   

鞭 蒸 1．馬子；  

未設定  任用事故多発  

賽  
蕪   

使用事故多発   

欝 蕃  可  TEPP（テトラエチル ピロリン酸塩）  1969失効 （虫）    未設定  

使用事故多発   

薫  ロ  2．4．5一丁   19了5失効     未設定  0．009  
（革）  

催奇形性等の疑い   

∴・†十  ▲浄水70～ 口原水  

薔  （革）   

100％値あり岳90～100％値 ダイオキシン含有  

0．00gP  
・山形県大江町地下水：最高16mg／し（02Sep）  

ヨ  PCP（へ■ン対ロロフエ／－ル）  1990失効 （革）  未設定   0．001（USEPA）  ■熊本県荒尾市地下水：最高83ug／し（06Jun）  
→浄水：く10ng／L   

k  PClJB   2000失効．     未設定  
（菌）  

ダイオキシン含有  

食品規格でÅDr設定不  
衰  

タホール）   （菌）  可  
裾  

水酸化川シクロヘキシ損ス● ■  1987失効     未設定  
食品規格でADl設定不  

嘉  （虫）  可   

※（）内の年は追補版としての改定年、健康上の評価値が検出レベルより著しく大きいため設定不要とされた項目については「設定せず」とし、「←」の後ろに健康上の評価値を記載した。  
※2 ▲：浄水で10％値以上あり（但しいずれのケースも10射邑超はわずかであった）、◆＝他浄水検出事例  
○：浄水・原水ともに10％値以下□：浄水は10％値以下であるが原水で10％値超あり、◇：他原水検出事例  

＊ 農薬登録の実績があるものに限る。また、表に記載したもののほか、水銀剤、批酷鉛も該当するが、基準項目でもあるので記載しなかった。  
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